
月 回診数（回） 延べ患者数（人） 加算人数(人) 月 回診数（回） 延べ患者数（人） 加算人数（人）

４月 4 54 49 １０月 4 55 56
５月 4 40 36 １１月 4 52 52
６月 4 50 49 １２月 4 54 54
７月 5 44 40 １月 4 63 59
８月 4 51 46 ２月 4 75 60
９月 4 43 41 ３月 5 68 66

NST(Nutrition Support Team)室              室長 松村 年久(外科医師) 

●●活動目的  

１. 栄養障害の状態にある患者や、栄養管理をしなければ栄養障害の状態になることが見込まれる

患者に対し、患者の生活の質の向上、原疾患の治癒促進及び感染症などの合併症予防などを

図る。 

※所定の研修を修了した医師、NST 専任看護師、薬剤師、管理栄養士が NST ラウンドすることで

栄養サポートチーム加算 200 点を得ることができる。 

２. 入院患者に対する栄養リスクアセスメントを行い、低栄養患者の栄養改善および治療に、多職種

編成チームで取り組む。 

３. 職員に対して、栄養に関する意識向上を図るべく啓発活動を行う。 

●●活動状況  

１. 全入院患者に対して栄養リスクアセスメントを行い、低栄養患者に関するコンサルト業務を行って

いる。 

２. 毎週月曜日に整形外科 NST カンファレンス、毎週金曜日に NST カンファレンス・回診を行い、主

治医へ提言を行っている。 

３. 奇数月の第４金曜日に、NST 拡大ミーティングを行い、各病棟リンクナースとともに、栄養管理に

関する勉強会を行っている。 

４. 全入院患者に「摂食・嚥下障害質問票」にてスクリーニングを行い、嚥下障害「あり」の判定が出

た患者を対象に、毎週水曜日お食事ラウンドを行っている。ラウンドは、NST リンクナース、言語

聴覚士、管理栄養士が行い、摂食・嚥下状態の確認、食形態や栄養状態を評価し、必要時は

NST が継続して介入するなど低栄養を予防している。 

＜＜22002222 年年度度活活動動実実績績＞＞  

新規依頼件数：281 件、回診回数：50 回、延べ患者数：649 人、加算人数：608 人 

 

 

 

 

 

 

・・ 摂食・嚥下お食事ラウンド実施件数  

依頼件数 42 件（うち 29 件 NST 継続介入） 

 

＜＜認認定定＞＞  

日本臨床栄養代謝学会   ＮＳＴ稼働認定施設 

日本栄養療法推進協議会  ＮＳＴ稼働認定施設 
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